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Abstract
A four-year course of pharmaceutical education that emphasized the importance of basic sciences was im-
plemented in Japan through 2005; in 2006, the curriculum was reorganized and transformed into a six-year 
course to improve education in applied pharmaceutics and clinical practice. Information on the numbers of 
incoming students, promoted fifth-year students, straightly graduated students and students who straightly 
passed for the national examination for pharmacists in each 6-year course of university for pharmacists is 
now available from Ministry of Education, Culture, Science and Technology (MEXT) and each universityʼs 
individual website. This study collected data on 12 universities in the Kinki region. Based on these data, two 
indexes were calculated: the “postponed graduation index” and the “retention and dropout index”. Statistical 
analysis of the two indexes, along with straight pass rate from the numbers of straightly graduated and in-
coming students, revealed that the retention and dropout index is inversely related to deviation value at uni-
versity admission examinations and positively correlated with straight pass rate, suggesting that students un-
fit for pharmaceutical education were admitted to universities with low deviation value at university 
admission examinations. Cluster analysis based on four factors (pass rate of new graduates, straight pass rate, 
retention and dropout index, and postponed graduation index) suggests five clusters, strongly dependent on 
deviation value at university admission examinations. These results indicate the significance of high marks at 
university admission.
1. はじめに
近年、患者を中心としたチーム医療化が進展し、
医療現場では別職種とのコミュニケーション能力
やそれぞれの職域におけるこれまで以上に高度な
専門的知識が求められている。薬剤師においても、
保険薬局・病院・薬事衛生など多様な領域におい
て、安心で最適な薬物療法の提供、服薬指導、医
療の安全確保などの幅広い分野で医療の担い手と
しての期待が大きい。このような社会背景の中、
薬剤師職能の質向上・多様化への対応や実学とし
ての医療薬学の教育充実化を目指し、学校教育法
改正（2004 年 5 月 21 日公布）をもって 2006 年か
ら 6 年制薬学課程の設置がスタートした 1）。
薬剤師の免許を受けるためには、薬剤師国家試
験（以下、国試）に合格しなければならない（薬剤
師法 第三条）。国試は、必須問題と一般問題の 2
つの問題区分に大別され、それぞれ物理、化学、
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ために留年や卒業延期が戦略的に行われていた疑
いがある。これに対して、厚生労働省は第 100 回
国試（2015 年 2 月実施）より大学別の出願者数を
公表することで受験者数との差として卒業延期者
数を概算できるようにし 6）、文部科学省は「平成
26 年度 質の高い入学者の確保と教育の質の向上
に向けてのフォローアップ状況」（2014 年 11 月 7
日）において各年次の進級者数や入学者に対する
標準修業年限内の卒業者・国試合格者の割合、6
年次の卒業留年の割合を各大学のウェブサイトに
て公表するよう求めた。つまり、第 101 回国試以
降は合格率が安定し、かつ、各大学の修学状況の
公表が進んでいる。
本研究では、6 年制薬学課程が卒業生を輩出し
てから 5 年以上経過し安定した時点においてその
問題点を検討するために、第 101 回以降の上述し
生物、衛生、薬理、薬剤、病態・薬物治療、法規・
制度・倫理、実務の各領域から合計 345 問で構成
される幅広い専門知識を問われる試験である。
2018 年度末で 6 年制薬学課程第 7 期生が卒業し
第 103 回国試を受験した。第 1 期生が第 97 回国
試を受験したときから総合すると 6 年制薬学課程
を卒業し国試に合格した者は、63,271 名にのぼ
る2）。一方、国試の合格率は例年大きく変動し3）、
合否基準に相対基準を採用した第 101 回以降よう
やく安定期に入りつつある（第 101 回国試、新卒
合格率 86.29%; 第 102 回国試、新卒合格率 85.00%; 
第 103 回国試、新卒合格率 86.30%）4）。ここに至
るまで、一部の大学では国試に受かりそうもない
学生を留年や卒業延期させるなどして、合格率を
操作しているのではと疑われていた 5）。すなわち、
一部の大学において見かけの合格率を上昇させる
n.d.; no data
Table 1 Straightly promoted students in each grade in 2011 as a ratio to incoming students
n.d.; no data
Table 2 Straightly promoted students in each grade in 2010 as a ratio to incoming students
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た各数値を用いて、三大都市圏のうち今後の 18
歳人口の減少が最も大きいと予測される近畿圏内
（文部科学省「学校基本調査」によると、2017 年比
で 2029 年 に は 首 都 圏 95%、 東 海 90%、 近 畿
85%）での各大学 6 年制薬学課程の現状の国試合
否状況と留年・退学や卒業延期の関連および入学
時偏差値 7）との関連を評価した。
2. 方法
2-1. 各大学 6年制薬学課程に関するデータ収集
近畿圏内私立 6 年制薬学課程として京都薬科大
学、大阪薬科大学、近畿大学、摂南大学、神戸学
院大学、神戸薬科大学、同志社女子大学、大阪大
谷大学、姫路獨協大学、兵庫医療大学、立命館大
学および本学を検討対象とした。
代々木ゼミナールより、各大学の入学時偏差値
を得た。厚生労働省ウェブサイト 2）および文部科
学省ウェブサイト 6）より、それぞれ新卒合格率お
よび修業年数内 5 年次進級者数（以下、ストレー
ト 5 年次進級者数）、修業年数内卒業者数（以下、
ストレート卒業者数）を得た。また、各大学ウェ
ブサイト内の情報公開より、入学者数、修業年数
内各年次進級者数もしくは率（以下、ストレート
各年次進級者数もしくは率）、修業年数内国試合
格者数もしくは率（以下、ストレート合格者数も
しくは率）を得た。本研究は、国試合格率が安定
化した第 101 回国試以降を対象としたが、第 103
回国試に関しては本研究実施時点で各大学ウェブ
サイト内に十分な公表をされていなかったため、
除外した。つまり、第 101 回および第 102 回国試
を修学年数内で受験した年度のみを調査対象とし
た。ただし、第 101 回および第 102 回国試に関連
する情報であっても、以下の情報は各大学ウェブ
サイトにて未公表であった。また、大阪薬科大学
は当該年度において 6 年制薬学課程と 4 年制薬学
科（薬科学科）を一括募集しているが、ウェブサイ
ト上で公表されている通り 8）、ストレート合格率
は入学者から薬科学科配属者を除いた数を仮想的
に入学者数として算出されている。
・以下の大学における 2011 年度入学（2016 年
　度卒業・第 102 回国試受験）学生のストレー
　ト各年次進級者数
　　神戸学院大学、同志社女子大学、
　　姫路獨協大学
・以下の大学における 2010 年度入学（2015 年
　度卒業・第 101 回国試受験）学生のストレー
　ト各年次進級者数
　　神戸学院大学、神戸薬科大学、
　　同志社女子大学、姫路獨協大学
・以下の大学における 2010 年度入学（2015 年
　度卒業・第 101 回国試受験）学生のストレー
　ト卒業者率
　　神戸学院大学、神戸薬科大学
2-2. 留年指標および卒業延期指標の算出
薬学教育において 5 年次には期間にして約半年
に及ぶ実務実習及びそのための事前・事後指導が、
6 年次には多くの場合それまでに修得した内容の
総合的な学修が行われ、これらの間、卒業研究が
平行して進められる。4 年次には、実務実習に参
加するために必要な知識・問題解決能力、および、
技能・態度が一定の基準に達しているかを客観的
に評価するために 4 年次までの評価として CBT 
（Computer-based testing）お よ び OSCE （Objective 
structured clinical examination）が実施される。1-4
年次と 5 年次以降の教育プログラムの性質は異な
り、留年率なども傾向が大きく異なることが想定
された（Table 1, 2）。そのため、留年・退学指標は、
入学者数からストレート 5 年次進級者数を減じ入
学者数で除した割合として算出した。また、卒業
延期指標はストレート 5 年次進級者数からスト
レート卒業者数を減じストレート 5 年次進級者数
で除した割合として算出した。大学間で進級に対
する考え方や要件が異なるため、それぞれの大学
において留年者数は多様化することが想定される
（3-1に後述）。さらに留年者の成績動向はストレー
ト進級学生と異なると考えられるため、大学間で
の教育評価として国試合否を比較するには留年者
数の増減による影響を少なくする方が適している
と判断できる。よって、前述のようにストレート
数を基に進級者数や国試合否を検討した。
神戸学院大学と神戸薬科大学について、2010
年度のストレート合格者数（率）が未公表のため、
留年・退学指標、卒業延期指標を算出することが
出来なかった。
2-3. 統計解析
相関解析は、Pearson Correlation を用い（GraphPad 
Prism ver. 5.01）、p 値が 0.05 未満の場合、統計的
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に有意とみなした。また、クラスター解析は、Ward
法により実施した（SPSS Statistics ver. 20）。
なお、周知のとおり、相関分析は因果関係を明
らかとするものではないが、本稿が扱う入学時偏
差値変数は後述する各指標との間で何らかの関係
を有すると考えられるだけでなく、入学時偏差値
が他の指標より時間的に先行することから、入学
時偏差値と各指標はある程度因果関係が想定され
得るものとして分析・考察を行った。
3. 結果および考察
以下、大学名を匿名として記載する。
3-1. 各大学薬学部のストレート進級者数
各大学薬学部の入学者を 100% とした時の各学
年へのストレート進級率とストレート卒業率を
Table 1とTable 2に示した（Table 1, 2011年度入学・
2016 年度卒業・第 102 回国試受験 ; Table 2, 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験）。
全体の傾向として、2 年次から 3 年次への進級率
が低い傾向にあった。カリキュラムの構成上、各
大学が 2 年次から専門科目の講義数が増え学修に
ついていけない学生が増加するためと推測され
る。また、5 年次から 6 年次へはほぼ全員が進級
していた。よって、卒業延期以外の留年・退学者
は、おおむね入学者数とストレート 5 年次進級者
の差で説明することができる。すなわち、本研究
で算出した留年・退学指標は、ほぼすべての留年・
退学者をカバーする指標となる。
多くの大学でストレート 6 年次進級率とスト
レート卒業率に 10% 程度の乖離が見られるが、
2010 年入学および 2011 年入学の学生において K
大学ではその乖離が見られず、ストレート進級者
における卒業延期の学生がいなかった。
3-2. ストレート合格率と入学時偏差値
ストレート合格率と入学時偏差値は、極めて強
い正の相関が見られた（Fig. 1a; 2011 年度入学・
2016 年 度 卒 業・ 第 102 回 国 試 受 験 , r=0.9156, 
p<0.0001; 2010 年度入学・2015 年度卒業・第 101
Fig. 1 Relationship between deviation value at university admission examinations and straight pass rate (a), sum of retention 
and dropout index and postponed graduation index (b), retention and dropout index (c) or postponed graduation index 
(d), respectively. Abbreviation of each university is shown in Table 1, 2 and section 2-1.
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回国試受験 , r=0.8612, p=0.0014）。つまり、スト
レート合格率は入学時の学生の成績に強く依存し
ていた。2011 年度入学および 2010 年度入学の回
帰直線の傾きは、それぞれ 3.080 ± 0.427 および
3.323 ± 0.693 であり、入学時偏差値 1 がストレー
ト合格率約 3% に相当した。
3-3. 留年・退学指標および卒業延期指標の和と入
学時偏差値
留年・退学指標および卒業延期指標の和と入学
時偏差値は、強い負の相関が見られた（Fig. 1b; 
2011 年度入学・2016 年度卒業・第 102 回国試受験 , 
r=－0.7785, p=0.0029; 2010 年度入学・2015 年度卒
業・第 101 回国試受験 , r=－0.7651, p=0.0099）。入
学時偏差値が低い大学ほど修業年数内で卒業でき
る学生の割合が低いと言え、6 年制薬学課程の学
修に耐えることができない学生を数多く入学させ
なければならない大学が存在していることが示唆
される。
3-4. 留年・退学指標もしくは卒業延期指標と入学
時偏差値
留年・退学指標 （Fig. 1c）もしくは卒業延期指標
（Fig. 1d）と、入学時偏差値の相関をそれぞれ検討
した。留年・退学指標と入学時偏差値には、強い
負の相関がみられた（2011 年度入学・2016 年度卒
業・第 102 回国試受験 , r=－0.7739, p=0.0031; 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験 , r=
－0.8553, p=0.0016）。一方、卒業延期指標と入学
時偏差値の関係性に関して、一部の入学時偏差値
が低い大学において卒業延期指標が顕著に高い以
外は入学時偏差値に依存性はみられず、有意な相
関がみられなかった（2011 年度入学・2016 年度卒
業・第 102 回国試受験 , r=－0.4358, p=0.1567; 2010
年度入学・2015 年度卒業・第 101 回国試受験 , r=
－0.4138, p=0.1812）。よって、Fig. 1b でみられた
入学時偏差値が低い大学ほど修業年数内で卒業で
きる学生の割合が低い原因は、卒業延期によるも
のというよりは主に留年・退学によるものと考え
られた。卒業延期者数は、厚生労働省が公表する
国試出願者と国試受験者 2）の差として簡単に推測
されてしまうので、各大学において卒業延期の取
扱いが慎重になっていると推測され、これが主因
の一つと推察される。
一方、I 大学と J 大学は、留年・退学指標と卒
業延期指標の両方共で顕著に高い値を示した。各
大学のストレート合格率と厚生労働省が公表する
新卒合格率の乖離は、近畿圏内では概ね 10~30%
程度であるものの、両大学においては 30~45% 程
度と高い。特に両大学においては、留年・退学お
よび卒業延期の両方により、新卒合格率を高めよ
うとしていると推察される。
3-5. クラスター分析
国試合格率を本質的に改善するためには、上述
したような入学時低偏差値の大学のように留年・
退学や卒業延期を増加させ新卒合格率を見かけ上
改善するのを目指すのではなく、これらを低下さ
せても、ストレート合格率を改善させる必要があ
る。そこで、目指すべき大学の特徴を見出すため
に、厚生労働省が公表する新卒合格率、前述のス
トレート合格率、留年・退学指標、卒業延期指標
の 4 つの因子を基に、2011 年度の数値を用いて
近畿圏内大学を Ward 法にてクラスター化した
（Fig. 2）。また、Table 3 に各クラスターの指標の
平均を記載した。
各クラスターの主な特徴およびそれらを構成す
る大学は、以下の通りである。
クラスター 1（A 大学、L 大学、B 大学、H 大学）: 
留年・退学指標　と卒業延期指標が比較的低
く、新卒合格率とストレート合格率が高い。
クラスター 2（C 大学、F 大学）: 留年・退学指
標と卒業延期指標はクラスター 1 に比べて高
いが、新卒合格率が全クラスターで最も高い。
Fig. 2 Horizontal dendrogram derived from pass rate of new 
graduates, straight pass rate, retention and dropout 
index, and postponed graduation index.
D11349_71003227_三浦先生.indd   13 2019/04/04   13:34:41
（三浦，速水，山森，安井）
－ 14 －
クラスター 1 に比べて留年・退学指標と卒業延
期指標が高いのが原因で、ストレート合格率
が相対的に低いと推察される。
クラスター 3（D 大学、E 大学、G 大学）：留年・
退学指標が高く卒業延期指標が相対的に低
い。新卒合格率とストレート合格率もクラス
ター 1, 2 に比べると低い。
クラスター 4（I 大学、J 大学）: 
留年・退学指標と卒業延期指標が高い。新卒
合格率とストレート合格率が低い。
クラスター 5（K 大学）: 留年・退学指標が高い
ものの、卒業延期指標が低い。新卒合格率と
ストレート合格率が全クラスター中最も低
い。
近畿圏内の大学は、4 つの因子によって 2 つに
大別された （Fig. 2）。つまり、入学時偏差値が高
い
（55 以上）クラスター 1 と 2、および、入学時偏
差値が低い（55 以下）クラスター 3, 4, 5 である。2
つの大クラスターは入学時偏差値で明確に区分さ
れ、また、それらに含まれる 5 つのクラスターも
それぞれ入学時偏差値（Table 1）に強く依存してい
た。
目指すべきクラスターはクラスター 1 や 2 であ
り、Fig. 1a と考えあわせると、本質的な国試合否
状況の改善には入学時偏差値の高い学生を入学さ
せることが大切であると考えられる。またクラス
ター 1, 2 の挙動から、成績の良い学生を集めるこ
とができると、留年・退学を少なく抑えることが
できると推測される。
一方、同偏差値帯の大学であっても、ストレー
ト合格率に大きな差異が認められるケースもあ
る。例えば、2011 年入学の H 大学（クラスター 2）
と E 大学（クラスター 3）は、入学時偏差値が 55 と
同一であるものの、ストレート合格率には 23.7%
の差異がある。当該年度の両大学の卒業延期指標
はほぼ同一であり、留年・退学指標は E 大学が
28.6% 高い。このような差異の原因として、以下
の 3 つが考えられる。
① H 大学の 4 年次までのカリキュラムが良質で
あり、その効果がストレート合格率の高さにつな
がっている。
② H 大学の 4 年次までの進級規定が比較的おお
らかであるなどの理由により留年・退学者が少な
く、5 年次以降のいわゆる国試対策で大きく成績
を伸ばすことでストレート合格率の高さにつな
がっている。
③ H 大学が E 大学に比べて留年・退学指標の差
において 28.6% 低いため、その差がストレート
合格率の差 23.7% にそのままつながっている。
③の可能性について考察する。留年・退学をす
る学生は成績が低いことが想定される。そのため、
留年・退学をする学生が仮に留年・退学せずにそ
のまま進級したとしても、国試にストレートで合
格する可能性は低い。よって、③の可能性は極め
て低いと考えられる。
次に、①と②の可能性について考察する。スト
レート合格者数をストレート 5 年進級者数で除し
た割合（ストレートで 5 年次に進級した学生のう
ち、ストレートで国試に合格した学生の割合）に
ついて E 大学と H 大学を比較したところ、E 大
学では 78.6%（2011 年）、H 大学では 80.0%（2011
年）、79.7%（2010 年）とほぼ同等であった。仮に
②が主要な原因と考えると、H 大学は E 大学に
対して、留年・退学指標の差異にあたる 30% 程
度を 5、6 年次の 2 年間で追い上げたこととなる。
一方、前述の通り 5 年次は各大学にて約半年にわ
たって実務実習を行っており、6 年次では国試前
であるため細心の注意を払った教育プログラムが
実施され、学生自身も最大限学修する時期である。
この時期に一方の大学のみが 30% ほど追い上げ
ると考えるのは不自然であろう。よって、①に示
した通り 5 年次に至る前の段階である 1-4 年次で
のカリキュラムの質や授業改善の積み重ねなど、
個別大学の要因に多くが依存していると考えるの
が素直であろう。つまり、同偏差値帯においても、
4 年次までのカリキュラムによって、ストレート
合格率は大きく変動しうることが示唆される。ま
た部分的には、一般に女子大学生が男子大学生に
比べて留年、退学などが少ないことや S/T
（Student/Teacher）比、教育環境などの差異も影響
Table 3 Characterization of five clusters
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を与えうると考えられる 9, 10）。
以上より、国試合否状況を改善するためには、
カリキュラム評価およびそれに基づく継続的な改
善・効率化をおこない、かつ、教育内容などの広
報を通じて大学のポジショニングを改善して高偏
差値群の学生をより多く集めることが現実的な対
応策と考えられる。また、国試合否状況と強い相
関を示す入学時偏差値を「入学時の基礎学力」と言
い換えると、入学内定者に対する高大接続教育の
充実も対応策としてとらえることができるだろ
う。アドバンストプレイスメントなどの施策もそ
の一助となるかもしれない。一方、高学年時のい
わゆる国試対策企画に関して、本研究では直接の
解析を行っていないが、正規カリキュラムの補習
的な意味合いがあり各校のストレート合格率に影
響を与えうると推察される。
ただ一つここで注意しておくべきこととして、
6 年制薬学課程は、質の高い薬剤師を養成する場
である、という点がある。国試は筆記試験である
という性格上、学生のその時点における薬剤師に
必要な能力のある一部のみの評価にならざるを得
ない。そのため、国試合格や国試の高得点獲得は、
当該学生の薬剤師としての高い質を必ずしも保証
するものではないと推測される。国試合否と相関
がみられた入学時偏差値もまた同様であろう。各
大学が特色ある教育や国試に直接的に反映されな
いパフォーマンスを含む能力の開発、薬剤師の職
能をより深く理解するためのプロフェッショナリ
ズム教育などに対しても並々ならない努力を傾け
ているのは、質の高い薬剤師がそなえるべき素養
を育成するためであると言え、この使命感は薬学
教育が全体として国試偏重に陥らない大きな動機
の一つになっている。本研究を端緒として薬学教
育・薬剤師教育の全体像を明らかにするためには、
国試合否にとどまらず上記のような教育の効果を
も検証する必要があり、卒業生調査などによる長
期的評価が望まれる。
受稿日　　2018 年 9 月 21 日　　　受理日　　2018 年 11 月 26 日
4. 結論
入学時偏差値はストレート合格率に相関を示し
た。一方、4 年次までのカリキュラムの良質化に
よりストレート合格率が改善できることが示唆さ
れる。
しかしながら、各大学が行う薬学教育それ自体
の質は、国試合否のみでは決定できないことは先
述したとおりである。今後は、各大学の卒業生調
査などにより、薬学教育・薬剤師教育の全体像に
ついての詳細な検討が望まれる。
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